
(57)【要約】

【課題】ゴミを掻き上げ体により掻き上げて捕捉する清

掃具において、ゴミの捕捉率を向上すること。

【解決手段】フレーム１５に掻き上げ体１６を回動自在

に支持するとともに、掻き上げ体１６に相対する塵取部

２３を支持してなる清掃具１０であって、掻き上げ体１

６の掻き上げ方向に相対向する壁体６０を、該掻き上げ

体１６の外周に載置したもの。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ レ ー ム に 掻 き 上 げ 体 を 回 動 自 在 に 支 持 す る と と も に 、 掻 き 上 げ 体 に 相 対 す る 塵 取 部 を 支
持 し て な る 清 掃 具 で あ っ て 、
掻 き 上 げ 体 の 掻 き 上 げ 方 向 に 相 対 向 す る 壁 体 を 、 該 掻 き 上 げ 体 の 外 周 に 載 置 し た 清 掃 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 掻 き 上 げ 体 に 相 並 ぶ 粘 着 ロ ー ル を フ レ ー ム に 回 動 自 在 に 支 持 し 、 掻 き 上 げ 体 の 周 囲 に
、 掻 き 上 げ 体 の 掻 き 上 げ 方 向 に 沿 っ て 、 塵 取 部 、 粘 着 ロ ー ル 、 壁 体 を 順 に 配 置 し た 請 求 項
１ に 記 載 の 清 掃 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 壁 体 を 上 下 動 自 在 と す る よ う に フ レ ー ム に 支 持 し た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 清 掃 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 壁 体 が 、 掻 き 上 げ 体 の 外 周 に 載 置 さ れ る 載 置 面 に 、 掻 き 上 げ 体 の 外 周 と 略 同 一 曲 率 を
備 え る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 清 掃 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 清 掃 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
清 掃 具 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 如 く 、 フ レ ー ム に 掻 き 上 げ 体 を 回 動 自 在 に 支 持 す る と
と も に 、 掻 き 上 げ 体 に 相 対 す る 塵 取 部 を 支 持 し て な る も の が あ る 。 こ の 清 掃 具 で は 、 掻 き
上 げ 体 に 相 並 ぶ 粘 着 ロ ー ル も フ レ ー ム に 回 動 自 在 に 支 持 し て い る 。 掻 き 上 げ 体 が 掻 き 上 げ
る 床 面 上 の ゴ ミ の う ち 、 大 き な ゴ ミ は 塵 取 部 に 送 り 込 ま れ 、 そ の 他 の ゴ ミ は 粘 着 ロ ー ル の
側 に 送 り 込 ま れ て 捕 捉 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ４ ７ ７ ０ （ ２ 頁 、 図 ２ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
清 掃 具 を 床 面 上 で 前 進 さ せ る 清 掃 動 作 中 、 掻 き 上 げ 体 が 掻 き 上 げ る ゴ ミ が 、 塵 取 部 や 粘 着
ロ ー ル の 前 面 を 通 り 過 ぎ 、 そ れ ら の 塵 取 部 や 粘 着 ロ ー ル に 捕 捉 さ れ ず 、 掻 き 上 げ 体 の 周 囲
を １ 周 し て 清 掃 具 の 進 み 方 向 の 前 方 へ 掃 き 出 さ れ る こ と が あ り 、 ゴ ミ の 捕 捉 率 の 向 上 が 望
ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 の 課 題 は 、 ゴ ミ を 掻 き 上 げ 体 に よ り 掻 き 上 げ て 捕 捉 す る 清 掃 具 に お い て 、 ゴ ミ の 捕
捉 率 を 向 上 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 は 、 フ レ ー ム に 掻 き 上 げ 体 を 回 動 自 在 に 支 持 す る と と も に 、 掻 き 上 げ 体 に
相 対 す る 塵 取 部 を 支 持 し て な る 清 掃 具 で あ っ て 、 掻 き 上 げ 体 の 掻 き 上 げ 方 向 に 相 対 向 す る
壁 体 を 、 該 掻 き 上 げ 体 の 外 周 に 載 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
清 掃 具 １ ０ は 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 柄 １ １ の 先 端 部 に 継 手 部 １ ２ を 介 し て 支 持 ア ー ム
１ ３ を 結 合 し 、 支 持 ア ー ム １ ３ の 両 側 ア ー ム 部 １ ３ Ａ に 支 軸 部 １ ４ を 介 し て フ レ ー ム １ ５
を 該 清 掃 具 １ ０ の 清 掃 動 作 進 み 方 向 の 前 後 方 向 に 揺 動 自 在 に 支 持 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
フ レ ー ム １ ５ の 前 部 に は 可 撓 掻 き 上 げ 体 １ ６ が 回 転 軸 １ ７ を 介 し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、
フ レ ー ム １ ５ の 後 部 に は 回 転 体 １ ８ が 回 転 軸 １ ９ を 介 し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 掻 き 上 げ
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体 １ ６ と 回 転 体 １ ８ は 平 行 に 並 べ ら れ て 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
掻 き 上 げ 体 １ ６ は 、 支 軸 １ ６ Ａ と 、 支 軸 １ ６ Ａ の 軸 方 向 の 全 長 に 渡 っ て 植 設 さ れ た ブ ラ シ
か ら な る 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ と 、 支 軸 １ ６ Ａ の 両 端 部 に 結 合 さ れ た 両 側 の タ イ ヤ 部 １ ６ Ｃ か
ら な り 、 タ イ ヤ 部 １ ６ Ｃ に 前 述 の 回 転 軸 １ ７ を 備 え る 。 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ は 粘 着 ロ ー ル ２
１ に 接 触 し て も 、 接 触 し な く て も 良 い 。 両 側 の タ イ ヤ 部 １ ６ Ｃ は フ レ ー ム １ ５ の 両 外 側 に
配 置 さ れ 、 床 面 上 を 転 動 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
回 転 体 １ ８ は 、 支 軸 １ ８ Ａ と 、 支 軸 １ ８ Ａ の 軸 方 向 の 両 端 側 ２ 位 置 （ 軸 方 向 ３ 位 置 等 の 複
数 位 置 で も 可 ） に 設 け ら れ る 円 盤 状 の 回 転 子 １ ８ Ｂ と 、 支 軸 １ ８ Ａ の 両 端 部 に 固 定 さ れ た
両 側 の タ イ ヤ 部 １ ８ Ｃ か ら な り 、 タ イ ヤ 部 １ ８ Ｃ は 前 述 の 回 転 軸 １ ９ を 備 え る 。 回 転 子 １
８ Ｂ は 粘 着 ロ ー ル ２ １ に 接 触 す る 。 両 側 の タ イ ヤ 部 １ ８ Ｃ は フ レ ー ム １ ５ の 両 外 側 に 配 置
さ れ 、 床 面 上 を 転 動 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
掻 き 上 げ 体 １ ６ と 回 転 体 １ ８ の 回 転 子 １ ８ Ｂ の 上 に は 、 そ れ ら に 跨 が る 粘 着 ロ ー ル ２ １ が
乗 せ ら れ る 。 フ レ ー ム １ ５ の 上 部 は 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 出 し 入 れ 口 と さ れ 、 取 外 し 可 能 な 透
明 カ バ ー １ ５ Ａ に よ り 被 覆 さ れ る 。 図 １ は カ バ ー １ ５ Ａ を 開 い た 状 態 を 示 す 。 粘 着 ロ ー ル
２ １ は 、 粘 着 シ ー ト の 巻 取 り ロ ー ル の 構 成 、 又 は 表 面 が 粘 着 性 の エ ラ ス ト マ ー か ら な り 、
そ の 表 面 を 洗 浄 し て 再 使 用 可 能 と す る 構 成 等 を 含 む 。 本 実 施 例 の 粘 着 ロ ー ル ２ １ は 、 粘 着
シ ー ト ２ １ Ａ を コ ア ２ １ Ｂ に 巻 き 回 し 、 粘 着 シ ー ト ２ １ Ａ の 粘 着 面 を 外 側 に 向 け て 巻 出 し
可 能 か つ 切 断 可 能 に し た 巻 取 り ロ ー ル に て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
フ レ ー ム １ ５ に お け る 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 後 部 に は 、 該 掻 き 上 げ 体 １ ６ に 相 対 す る 塵 取 部 ２
３ が 支 持 さ れ て い る 。 塵 取 部 ２ ３ は 、 床 面 に 接 す る 底 面 部 ２ ３ Ａ と 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ に 隙
間 な く 接 し て （ 又 は 隙 間 を 介 し て ） 相 対 す る 曲 面 状 （ 又 は 平 面 状 ） の す く い 面 部 ２ ３ Ｂ と
、 回 転 体 １ ８ の 回 転 子 １ ８ Ｂ の 下 方 の 前 後 に 渡 る 範 囲 に 延 在 さ れ る 凹 状 の ゴ ミ 受 け 部 ２ ３
Ｃ を 有 す る 。 塵 取 部 ２ ３ は 、 フ レ ー ム １ ５ に 後 述 す る 如 く に 上 下 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ 、
自 重 に よ り 底 面 部 ２ ３ Ａ と す く い 面 部 ２ ３ Ｂ の 最 下 端 部 を 床 面 に 隙 間 な く 接 し 、 掻 き 上 げ
体 １ ６ の 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ａ が 掻 き 上 げ る ゴ ミ を 床 面 に 沿 う 後 方 に 逃 が す こ と な く 、 そ の 全
て の ゴ ミ を す く い 面 部 ２ ３ Ｂ に よ り 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 側 に ガ イ ド し 、 大 き な ゴ ミ は す く い
面 部 ２ ３ Ｂ に 後 続 す る ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ に 送 り 込 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
清 掃 具 １ ０ で は 、 塵 取 部 ２ ３ を フ レ ー ム １ ５ に 対 し 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ と は 独 立 に 上 下 に 揺
動 可 能 に 支 持 す る と と も に 、 塵 取 部 ２ ３ の ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ を フ レ ー ム １ ５ か ら 開 放 可 能
に 支 持 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
具 体 的 に は 、 塵 取 部 ２ ３ に お け る 掻 き 上 げ 体 １ ６ に 近 い 側 の 前 側 端 を 揺 動 部 ４ ０ （ 塵 取 部
２ ３ の 前 端 側 両 側 面 に 設 け た ピ ン ４ １ を 、 フ レ ー ム １ ５ の 両 側 壁 に 設 け た 長 孔 ４ ２ の 中 で
上 下 動 可 能 に 係 入 し た も の ） に よ り フ レ ー ム １ ５ に 揺 動 可 能 に 支 持 す る 。 ま た 、 塵 取 部 ２
３ に お け る 掻 き 上 げ 体 １ ６ か ら 遠 い 側 の 後 側 端 に 設 け た 係 脱 部 ５ ０ の 孔 ５ １ を 、 フ レ ー ム
１ ５ に 設 け た 係 脱 可 能 ピ ン ５ ２ に 係 脱 可 能 に し 、 孔 ５ １ を 係 脱 可 能 ピ ン ５ ２ か ら 外 し て 塵
取 部 ２ ３ の 後 側 端 を フ レ ー ム １ ５ か ら 開 放 可 能 に 支 持 す る 。 塵 取 部 ２ ３ の 孔 ５ １ を フ レ ー
ム １ ５ の 係 脱 可 能 ピ ン ５ ２ に 係 入 し た 状 態 で 、 係 脱 可 能 ピ ン ５ ２ を 塵 取 部 ２ ３ の 揺 動 の 中
心 軸 と し 、 塵 取 部 ２ ３ の 孔 ５ １ を フ レ ー ム １ ５ の 係 脱 可 能 ピ ン ５ ２ か ら 外 し た 状 態 で 、 揺
動 部 ４ ０ を 塵 取 部 ２ ３ の 開 放 の 中 心 軸 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
清 掃 具 １ ０ で は 、 前 述 し た 如 く 、 回 転 体 １ ８ が 支 軸 １ ８ Ａ と 回 転 子 １ ８ Ｂ と か ら な る も の
に し た か ら 、 下 記 （ ａ ） 、 （ ｂ ） の 構 成 を 具 備 す る こ と に な る 。 尚 、 回 転 体 １ ８ の 支 軸 １
８ Ａ 及 び 回 転 子 １ ８ Ｂ は 、 フ レ ー ム １ ５ と 塵 取 部 ２ ３ に 挟 ま れ る 空 間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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（ ａ ） 回 転 体 １ ８ の 支 軸 １ ８ Ａ は 、 回 転 子 １ ８ Ｂ が 固 定 さ れ て い な い 部 分 で 、 粘 着 ロ ー ル
２ １ と 大 き な 隙 間 を 介 し て 離 隔 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
（ ｂ ） 回 転 体 １ ８ の 支 軸 １ ８ Ａ は 、 回 転 子 １ ８ Ｂ が 固 定 さ れ て い な い 部 分 で 、 塵 取 部 ２ ３
（ ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ の 底 面 ２ ３ Ｄ ） と 、 大 き な 隙 間 を 介 し て 離 隔 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ こ で 、 回 転 体 １ ８ の 回 転 子 １ ８ Ｂ は 、 シ リ コ ン ゴ ム 製 Ｏ リ ン グ 等 の 環 状 リ ン グ １ ８ Ｄ を
外 周 に 備 え る 。 環 状 リ ン グ １ ８ Ｄ は 回 転 子 １ ８ Ｂ に 設 け た 環 状 溝 に 装 填 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
清 掃 具 １ ０ に よ る 清 掃 動 作 は 以 下 の 通 り な さ れ る 。
（ １ ） 柄 １ １ の 軸 方 向 に 加 え る 操 作 力 に よ り 清 掃 具 １ ０ を 前 進 さ せ 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ 及 び
回 転 体 １ ８ を 回 動 さ せ 、 同 時 に こ れ ら の 掻 き 上 げ 体 １ ６ 、 回 転 体 １ ８ の 回 転 に 粘 着 ロ ー ル
２ １ を 連 れ 回 り 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ ２ ） 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ が 床 面 上 の ゴ ミ を 掻 き 上 げ る と 、 こ の ゴ ミ は 塵
取 部 ２ ３ の す く い 面 ２ ３ Ｂ に ガ イ ド さ れ て ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ に 送 り 込 ま れ て 捕 捉 さ れ 、 も
し く は 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 側 に 送 り 出 さ れ 、 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 粘 着 面 に 吸 着 捕 捉 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ３ ） 透 明 カ バ ー １ ５ Ａ を 通 し て 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 粘 着 面 の 全 周 に 多 量 の ゴ ミ が 捕 捉 さ れ
た こ と が 視 認 さ れ た ら 、 カ バ ー １ ５ Ａ を 開 い て 粘 着 シ ー ト ２ １ Ａ の １ 周 分 を 剥 離 切 断 除 去
し 、 新 規 粘 着 面 を 露 出 せ し め た 後 、 カ バ ー １ ５ Ａ を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
尚 、 清 掃 具 １ ０ は 前 進 （ 掻 き 上 げ 体 １ ６ を 進 み 方 向 の 前 方 に 、 回 転 体 １ ８ を 進 み 方 向 の 後
方 に 配 置 す る ） だ け で な く 、 後 進 も で き る 。 塵 取 部 ２ ３ は 、 底 面 部 ２ ３ Ａ の 尾 端 部 を ア ー
ル 状 に 跳 ね 上 げ 、 後 進 時 に こ の 尾 端 部 が 床 面 に 引 掛 か る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
清 掃 具 １ ０ に あ っ て は 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 周 囲 に 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ
の 掻 き 上 げ 方 向 に 沿 っ て 、 塵 取 部 ２ ３ 、 粘 着 ロ ー ル ２ １ 、 壁 体 ６ ０ を こ の 順 で 配 置 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
壁 体 ６ ０ は 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 掻 き 上 げ 方 向 に 相 対 向 す る ゴ ミ 受 け 面 ６ １ を 備 え る と と
も に 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 外 周 に 載 置 さ れ る 載 置 面 ６ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
壁 体 ６ ０ の ゴ ミ 受 け 面 ６ １ は 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 外 周 が 粘 着 ロ ー ル ２ １ に 接 触 （ 又 は 近
接 ） す る 点 か ら 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 掻 き 上 げ 方 向 に 沿 っ て 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 外 周 の
床 面 に 対 す る 鉛 直 上 方 の 最 上 位 点 ま で の 範 囲 内 に 位 置 付 け ら れ 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 略 全
幅 に 渡 っ て 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 外 周 か ら 外 方 に 立 上 が る 。 ゴ ミ 受 け 面 ６ １ は 平 面 状 に 限
ら ず 、 湾 曲 面 状 を な す も の で も 良 く 、 特 に 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 掻 き 上 げ 方 向 に 沿 う 方 向
か ら 見 て 凹 状 の 湾 曲 面 状 を な す も の が 良 い 。 清 掃 具 １ ０ が 粘 着 ロ ー ル ２ １ を 備 え な い 場 合
に は 、 ゴ ミ 受 け 面 ６ １ は 、 塵 取 部 ２ ３ か ら 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 掻 き 上 げ 方 向 に 沿 っ て 、
掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 外 周 の 床 面 に 対 す る 鉛 直 上 方 の 最 上 位 点 ま で の 範 囲 内 に 位 置 付 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
壁 体 ６ ０ は 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 幅 方 向 に 沿 う 方 向 の 両 端 部 に ガ イ ド 突 部 ６ ３ を 突 設 し 、
フ レ － ム １ ５ の 両 側 部 に 設 け た ガ イ ド 溝 ６ ４ に こ の ガ イ ド 突 部 ６ ３ を 嵌 め 込 み 、 前 後 方 向
（ 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 周 方 向 ） に は 移 動 し な い が 、 上 下 動 自 在 に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
壁 体 ６ ０ の 載 置 面 ６ ２ は 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 外 周 と 略 同 一 曲 率 を 備 え 、 掻 き 上 げ 部 １ ６
Ｂ の 周 方 向 で そ の 外 周 に 倣 う よ う に 延 在 す る 。 載 置 面 ６ ２ の 前 端 部 は ゴ ミ 受 け 面 ６ １ の 下
端 部 と 鋭 利 な エ ッ ジ ６ ５ Ａ を 形 成 し 、 載 置 面 ６ ２ の 後 端 部 は 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ の 外 周 か ら
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滑 ら か に 離 れ る 丸 味 ６ ５ Ｂ を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の 作 用 が あ る 。
（ 請 求 項 １ に 対 応 す る 作 用 効 果 ）
▲ １ ▼ 掻 き 上 げ 体 １ ６ が 掻 き 上 げ た ゴ ミ の う ち 、 塵 取 部 ２ ３ を 通 り 過 ぎ た ゴ ミ は 、 壁 体 ６
０ に よ っ て は じ き 返 さ れ る 如 く に 止 め ら れ 、 塵 取 部 ２ ３ の 側 に 落 下 し て 捕 捉 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
▲ ２ ▼ 壁 体 ６ ０ は 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 外 周 に 載 置 さ れ て い る か ら 、 常 に 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 外
周 か ら 離 隔 せ ず 、 ゴ ミ の 通 過 を 確 実 に 止 め る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 請 求 項 ２ に 対 応 す る 作 用 効 果 ）
▲ ３ ▼ 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 存 在 は 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ が 掻 き 上 げ た ゴ ミ を 塵 取 部 ２ ３ の 上 部 で
掻 き 上 げ 体 １ ６ と の 間 に 挟 み 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ に よ る ゴ ミ の 更 な る 掻 き 上 げ 、 塵 取 部 ２ ３
や 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 前 面 か ら の 掃 き 出 し （ 図 ２ の ａ １ 、 ａ ２ ） を 促 進 す る 。 こ の と き 、 壁
体 ６ ０ の 存 在 が 、 塵 取 部 ２ ３ や 粘 着 ロ ー ル ２ １ を 通 り 過 ぎ た ゴ ミ を は じ き 返 す 如 く に 止 め
る 。 そ し て 、 壁 体 ６ ０ に は じ き 返 さ れ た ゴ ミ の 一 部 は 、 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 周 囲 に 連 れ 回 っ
て 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 反 対 側 か ら 塵 取 部 ２ ３ に 落 下 し て 捕 捉 さ れ （ 図 ２ の ｂ １ ～ ｂ ３ ） 、 ゴ
ミ の 残 部 は 、 粘 着 ロ ー ル ２ １ と 掻 き 上 げ 体 １ ６ が 近 接 す る Ｖ 溝 部 か ら 清 掃 具 １ ０ の 後 進 に
伴 な う 掻 き 上 げ 体 １ ６ と 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 逆 転 時 に 、 該 掻 き 上 げ 体 １ ６ に 連 れ 回 っ て 塵 取
部 ２ ３ に 落 下 し て 捕 捉 さ れ る （ 図 ２ の ｃ １ 、 ｃ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
塵 取 部 ２ ３ は 、 す く い 面 部 ２ ３ Ｂ の 頂 部 で 、 ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ に つ な が る 部 分 を ゴ ミ 受 け
部 ２ ３ Ｃ に 向 か っ て 下 り 勾 配 を な す 下 り 勾 配 面 部 ２ ３ Ｅ と し て い る 。 こ れ に よ り 、 掻 き 上
げ 体 １ ６ と 粘 着 ロ ー ル ２ １ の 逆 転 時 に 、 粘 着 ロ ー ル ２ １ と 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ が 近 接 す る Ｖ
溝 部 か ら 落 下 す る ゴ ミ は 、 す く い 面 部 ２ ３ Ｂ の 頂 部 か ら 勾 配 面 部 ２ ３ Ｅ に ガ イ ド さ れ て 確
実 に ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ に 捕 捉 さ れ 、 す く い 面 部 ２ ３ Ｂ の 頂 部 か ら ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ の 外 方
に 脱 落 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 請 求 項 ３ に 対 応 す る 作 用 効 果 ）
▲ ４ ▼ 壁 体 ６ ０ は 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 外 周 に 載 置 さ れ た 状 態 で 、 フ レ ー ム １ ５ に 対 し 上 下 動
自 在 に な っ て い る 。 こ こ で 、 清 掃 具 １ ０ は 、 フ ロ ー リ ン グ 等 の 硬 い 床 面 上 で は 、 図 ２ に 示
す 如 く 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ 、 タ イ ヤ 部 １ ６ Ｃ が 同 一 面 上 を 転 動 す る が 、
カ ー ペ ッ ト 等 の 植 毛 等 を 備 え る 柔 か い 床 面 上 で は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 床 面 の 基 材 上 を 転 動
す る タ イ ヤ 部 １ ６ Ｃ に 対 し 、 掻 き 上 げ 部 １ ６ Ｂ を 植 毛 等 に よ っ て 上 方 に 押 上 げ る 。 こ の た
め 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 、 フ レ ー ム １ ５ に 対 し 上 下 動 す る こ と な く 支 持 さ
れ て い る タ イ ヤ 部 １ ６ Ｃ が カ ー ペ ッ ト の 植 毛 に め り 込 ん で そ の 基 材 上 を 転 動 す る と き 、 掻
き 上 げ 体 １ ６ の ブ ラ シ １ ６ Ｂ が カ ー ペ ッ ト の 植 毛 に め り 込 む こ と な く 押 し 上 げ ら れ 、 ブ ラ
シ １ ６ Ｂ が そ の 芯 （ 支 軸 １ ６ Ａ ） と と も に 上 方 弓 な り に 屈 曲 変 形 し て も 、 壁 体 ６ ０ は ブ ラ
シ １ ６ Ｂ の 屈 曲 変 形 に 追 従 し て 上 方 移 動 し 、 ブ ラ シ １ ６ Ｂ の ス ム ー ス な 回 転 を 妨 げ な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 請 求 項 ４ に 対 応 す る 作 用 効 果 ）
▲ ５ ▼ 壁 体 ６ ０ の 載 置 面 ６ ２ が 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 外 周 と 略 同 一 曲 率 を 備 え る か ら 、 壁 体 ６
０ は 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 外 周 に 安 定 的 に 載 置 さ れ て ふ ら つ く こ と が な く 、 ゴ ミ を 安 定 的 に 止
め る こ と が で き る 。 壁 体 ６ ０ の ゴ ミ 受 け 面 ６ ２ の 下 端 エ ッ ジ ６ ４ Ａ を 鋭 利 に し て も 、 こ の
下 端 エ ッ ジ ６ ４ Ａ が 壁 体 ６ ０ の ふ ら つ き に よ り 、 掻 き 上 げ 体 １ ６ の ブ ラ シ １ ６ Ｂ に く い 込
む こ と が な い 。 従 っ て 、 壁 体 ６ ０ の ゴ ミ 受 け 面 ６ ２ の 下 端 エ ッ ジ ６ ４ Ａ を 鋭 利 に し 、 こ の
下 端 エ ッ ジ ６ ４ Ａ を 常 に 掻 き 上 げ 体 １ ６ の 外 周 に 密 接 さ せ 、 ゴ ミ の 通 過 を 確 実 に 止 め る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
尚 、 清 掃 具 １ ０ で は 、 塵 取 部 ２ ３ を 図 ４ に 示 す 如 く に 構 成 し 、 す く い 面 部 ２ ３ Ｂ の 両 側 部
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に つ な が っ て Ｕ 字 状 に 連 続 す る 成 の 高 い 立 上 り 壁 ２ ３ Ｆ を 設 け た 。 立 上 り 壁 ２ ３ Ｆ は 、 回
転 体 １ ８ の 回 転 子 １ ８ Ｂ と タ イ ヤ 部 １ ８ Ｃ の 間 で 、 支 軸 １ ８ Ａ の 下 方 を 横 切 り 、 成 の 高 い
壁 体 を 連 続 可 能 に し た 。 こ の 高 い 立 上 り 壁 ２ ３ Ｆ に よ っ て ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ を 区 画 し た か
ら 、 ゴ ミ 受 け 部 ２ ３ Ｃ に 捕 捉 し た ゴ ミ を 外 方 に 脱 落 さ せ な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ゴ ミ を 掻 き 上 げ 体 に よ り 掻 き 上 げ て 捕 捉 す る 清 掃 具 に お い て 、 ゴ ミ の 捕
捉 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 清 掃 具 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 清 掃 具 に よ る フ ロ ー リ ン グ の 清 掃 状 況 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 清 掃 具 に よ る カ ー ペ ッ ト の 清 掃 状 況 を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 塵 取 部 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 清 掃 具
１ ５ 　 フ レ ー ム
１ ６ 　 掻 き 上 げ 体
２ １ 　 粘 着 ロ ー ル
２ ３ 　 塵 取 部
６ ０ 　 壁 体
６ １ 　 ゴ ミ 受 け 面
６ ２ 　 載 置 面
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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